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ラブラーースの星雲説
　ラプラースの星雲読なるものlt、西洋でも日本でも、多くの人々が、學校なごで一度目
必らす聞かdられるものであるが・説に既に一門年以上も昔しのものであるから・早態で
匡今誰もまじめな學親ごば考へない。しかし、一般の世間でに膨れが一丁解り易くて俗耳に
入弓易いナこめ、多くの人が街深く之れた信じ、跡押あナこりで匡之れか唯一一の宇宙獲生論の
mpうに考へて生徒に敏へてるる向きが多いolsで、ラプラース自暴の書いプこ原文々邦課
して、日本の讃書界に初めて此の科罰的クラシ）ンクな紹介すろ芝共に、此の説の要撃ε、
現代の新説定の比較か知って底ひナこい。現代の宇宙論ミしてば、「天界」第四十四號乃至第
四十七號［：meぜられカツーンス氏の説た撮むべきであり、爾又、「天界」第五十一號のター
ナー教授の丈、同月三十五號乃至第四十號のシヤプ1ノイ氏の論、又、同第五十四號乃至第
六十五號のシャーJエー氏の論を讃むべきである。（山本）
　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　ラプラースの所謂星雲説は．彼れが一七九六年に議期した「宇宙系同論」
（ExpQsition　du　Syst邑me　du　Monde）の中に書いたものでs文は極め工簡潔
に、面倒な全期解説を導きにして、むしろ專門家でない一般回者向きに出來て
るる（，故に零れを專門學の記述ミして見るεき、そこに多少の頼り無さが無い
でも無い。しかし兎に角、盛名ある天文家の白蓮であり．叉、文章が麗しく綴
られてみるため．凋まれて．此の書は極めて謡い剰二會人の間に偉大な感動を與
へたものである。今こXに此の書の第五塗第六章0）主な部分を課出して、有名
な此の「星雲説」の要黒占そのものを明にしたい。
　『………さて．吾人は此所に暫く歩を停めて、太陽系の配列ε．星々相互の
翼長εを考へて見やう。諸遊星の蓮動の焦黙である太陽の大きな血膿は二十五
日牛の間に其の軸のまはりを廻韓する。その太陽の表面はε言へば、銀光物
質の大漁を以って掩はれ．其の狂瀾は大．小、多．少（時々は地球よりも大き
な形）の攣化に富んだ黒黙を墜ち作る。此の大海の上方に章々εした雰園氣が
あり．更に其れを外に超えて．多くの遊星ナこちが、それぞれの循星を連れて太
陽の赤道に僅か傾いナこ孕面内に．殆んさ圓に近い軌道を運動する。無撒の彗星
が．太陽に近づいては．復ナこ遠方に去り行く二二は．此王國が既知の遊星系に
よって示される限界以上に遠く延びてみるこεを謹明する。太陽は、蕾に、此
等総ての天艦を引き、自己のまはりに蓮動せしめるばかりでなく．尚．まk彼
等に光ε熱εを與へ．其の恵みによって．我が地球上には動物ε植物εが成長
畿達する。それから、類推すれば．他の遊星にも同じやうな事が行はれてるる
だらうε考へさせられる。何εなれば、こちらでは、吾人の見る通り．種々な
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様式で物質が到達して行くのtl　．この地球ミ良く似て書夜ミ季節ミがあり．そ
れ等の力弓暗い攣動が實際観察にも見えてみるあの木星のやうな大遊星が全く不
毛の世界であるε考へるこEは不自然であるから。尤も地球上の温度に適する
やうに造られた人間ナこちは其のまS他の遊星にも生きられるSは見えないけれ
爵．太陽系内の諸種の世界には其れ其れの温度に適するやうな様々な生物が在
って然るべきではあるまいか？　若し．物質原素や氣候の帯化のみが此の地球
上に出來てるるものに早うしずこ甲種を生ぜしめたのであるならば．他の三星や
衛星には未だ此れ以上何れだけ蓮つたものが存在するこミだらう？　想像心を
極度に働らかせても．εても考へ及ばないだらうが．さうし九ものの存在は確
かに有り得るこεである。
　『各遊星系の圭要素には色々の差別があって好いわけであるが．又一方から
見れば．彼等相互の間には極めて著しい關係が存在して、彼等の成因について
吾人に教へる所が少なくない。例へば、総ての遊星が皆太陽のまはりを西から
東へ．殆ん曹同一の牢面内に運動してみるこ〉一　“　5（．総ての衛星が其れそれの
属する遊星のまはりをまはる其の方向も平面も．皆、遊星ナこちの蓮動の方向や
工面ε殆ん3同一であるこε．夏に又。観測されてるる限りの太陽遊星衛星な
さの自轄が皆同じ方向の軸を軸εし．彼れ等の公轄軌道面ε殆ん曹一致してみ
るこε一皆寳に驚くべき事實である。
　『物うし江異常な現象は決して偶然から來ナこものでは無い。必ず其所に共通
した一つの原因が此等総ての蓮動を決定したのであるこざを示してみる。此共
通原因の存在を示すプロバビリティを凡そ算出するに馨り．今吾入が天子の實
際観察から知ってみる事は．今日知られてみる限り．太陽系は七個の遊星ε十
八個の衛星から出來てるるこεε．太陽及び遊星の内に五つ、それから月、木
星の衛星たち、土星の環や其の最遠距離の衛星一此等の回轄が解明測されて
るるこεである。此等の蓮動、即ち全罷で三十八種の蓮動は合して一つの帯下
を作り．其の廻韓方向が．全艦の基本こするに磨しい太陽の赤道面にも同じで
ある。まつ今こ、に太陽の赤道の李面内に順行する蓮田を吾人の心に想像し．
ついで．此蓮動4面が太陽の赤道面から漸次傾斜が大きくなって行く場合を想
像し、此の傾斜角が．始めの零度から逡には二直角にまでもなるミして、始め
零度から直角までは即ち蓮動が順行であり、其の後、二直角までは逆行蓮動な
るこミ明らかであるQ故に、総ての蓮動は、順行も逆行も皆、輩に傾斜角の違
ひミして表はすこミが浅野るわけである。此うしナこ見方から太陽系を見るミ．
そこに三十七種の蓮動が、太陽の赤道面に零しては直角にも傾いて好い筈であ
る。若し此等の傾向角なるものが全く任意のものであるならば、零度から二直
角の間に色々ミ傾くこEも有り得るわけである。故に少なくεも．此の三十七
種の蓮糸の内、何れか一つが直角よりも大きい場合の起るプロバビリティは、
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εなる。故1：　．太陽系内の諸蓮動の方向が決して偶然の産物でないこミは極め
て確かなこεである。殊に．此等の蓮動は實際に於いて太陽の赤道面ε非常に
小さな傾斜をして居り．直角よのは遙かに小であるこミを知る以上、此の確か
さは更に更に大きい。
　『葡、同様に．も一つ．太陽系の著しい特徴は、彗星の軌道の長いのに拘ら
す．遊星や衛星の軌道の離心率が小さいこεである。此うした大きな離心牽ε
小さい離心牽このみが在って、其の申間のものが一つも無い。故に叉こNに或
る一定の原因が此の結果を齎したs考へざるを得ない。総ての遊星の軌道に殆
んさ獣形を與へたものは決して偶然では有り得ない。だから、此等の蓮動を決
定した根本原因が、軌道をも殆んさ圓形にしたのに蓮ひない。同時に此の同じ
原因が彗星の軌道をして大離心牽のもの7aらしめたのであらうが、それにして
も此所に不思議なこεは．彼等彗星の顕現方向が何め影響も受けてみないこε
である。師ち．若し、直角以上の角度で黄道ε交ってみる彗星の軌道胸章を逆
行ミ考へるならば．今までに槻測されナこ総ての彗星軌道の傾斜角の李均は殆ん
さ直角であって．從って彗星は恰も出鱈目に投げられたものεも見られる。
　『それで．また、全太陽系の原始蓮動の源に遡れば．次の五つの事實が存在
するわけであろ。
　1．諸遊星の運動は同一方向で、又．殆んS“同一李面内に行はれる。
　2．諸衛星の蓮華は諸遊星の蓮動ε同じ行き方である。
　3．此等の諸天艦や太陽の自韓は、彼等の公韓ミ同じ方向であって．其の蓮動
　　面は少く僅か傾いてみる0
　4．諸遊星や諸衛星の軌道の離心率は小さい。
　5．最後に諸彗星の軌道の離心傘は大きいD但し．軌道面の傾斜は偶然のもの
　　らしい。（云々）
　『宇宙の眞相が嚢見されてから、遊星や衛星の原因を知らうこ企てた最初の
人ごして自分の知ってみるのはビユツフオンである。彼れの想像によれば．一
彗星が太陽に落下しナこ結果、一一列の物質團が太陽より流出し、其れが遠近種々
の距離に於て大小さまざまの大きさに固まり、遽に此等が遊星や衛星霊なり．
後．冷却して不透明な固鐙になつ澹のだε言ふ。
　『此の説は前に述べナこ五ケ條の最初の項を満足せしめる○何Sなれば、此う
して出來た総ての天艦はs太陽の中心S．各天禮を形成した物質流の道途を含
む一汁面内に殆んさ正しく動く筈だから。しかし．他の四つの現象は此の方法
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では説明が出斜ないε自分は思ふ。なるほさ、一遊星の各部の維封蓮動は其の
星全腿の重心の動く方向に行はれる。しかし、だからε言って、決して遊星の
自韓が同じ方向に行はれるミは限らない。例へば．わが地球は東から西へ回韓
しながら、その部分々々の縄封運動は西から東へ向くこミも有り得るのだ。此
うした議論は衛星の公韓運動にも射てはまるこεであって、從って．上のピユ
ツフオンの説で言へば、衛星の公韓は其の首星（遊星）の蓮動方向ε是非同じで
なければならない必要は無くなる。
　『此の設では、遊星軌道の離心率の小さいこ：三を説明するのに甚だしく困難
であるばかりでなく、むしろ、説が二合に反するこミにもなる。集中引力の理
論から考へれば．一つの天冠が太陽のまはりに極く近い軌道蓮動を行ってみ
て．其の太陽の表面に一度始れるこミがあるミすれば、天禮は一公韓の度毎に
同じ黒子へ蹄って由るこざを吾人は知ってみる。故に遊星が皆始め太陽から離れ
たものであるならばN公轄毎に彼等は太陽に接近接齢し、從って軌道は國形に
ならないで、却って非常に楕量的εなる筈である。尤もs太陽から投げ出され
た物質流E？　．其のまX．太陽表面を擦過する星食ε比較するこεは適適でない
かも知れない。何ミなれば、物質流の各部分の間には相互に他力や引力が働ら
くため．帝劇の方向が儲り、近日黒占は蓮ざかるかも知れないから。しかし．軌
道はやはり．何時までも非常に長みのあるものの筈であって、極めて珍らしい
除外例にのみ、離心率は小さくなるこざも有る○最：後に、此のビユツフオンの
詮では、今までに観測された約九十個の彗星の軌道が、何故に皆非常に長みの
あるものであるかミいふ理由が解けない。要するに此の説は吾人の註文を満た
すに甚だ不充分なるものである。
　『だから、遊星蓮動の原因は．其れが如何なる性質のものであらうミも．衛
星の生成や、其の章動の司配までもするのであるから．ざにかく此の種の天胴
差てに共通なものであるに相違ないQしかし、此等の天産は相互に大廟な距離
を持ってるるのであるから．始めは非常な籏がりの或る種の流動髄であるεよ
り外には考へられない。太陽を中心ミして．多くの二七に輩一方向の圓形に近
い蓮動を與へtのだから．その流動髄は太陽の互選を雰：園氣の如く取りまいて
みたものに蓮ひない。だから、遊星蓮動の考察によって吾人の到達する結論
は．非常な熱のナこめに、太陽の雰園氣は以前に総ての遊星の軌道以外にまでも
延びてみて、其後、漸次今日の所まで退却したのだミいふこミである。これ
は．かの1572年にカシオペア星座の中に起って．鰍．ケ月も催綾した星の素晴し
い大曲嚢E同様な原因によって行はれたのかも知れない。
　『彗星軌道の離心牽の大きいこミからも．同じやうな結論になる。師ち．測
れは明らかにもつE離心牽の小さい軌道の多くが漕滅しtこεを物語る。何ε
なれば．今までに観測された彗星たちの近日馳よりも遽い邊にあった太陽田園
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氣が、其の廣がりの室間内を行く天腿の運動を殺して了って．彼等を皆太陽に
併合しナこのである。だから．其の當時．はるか遽方にあった彗星のみが今日も
爾彗星εして存在するのであって．從って．此等のものは近日黒占に於いて可な
り近く太陽に近づくもののみ．釦ち離心率の大きいもののみが今見えてみるの
である。しかし．太陽のみ要撃は、男りに其れ等の蓮動に攣動を及ぽさなかった
のであるから．軌道面の傾斜角は．まるで出鱈目に投げ出されナこものの如く．
無茶苦茶になってみる。かうして彗星の公轄が長年にわたるこミや軌道の離心
率が大きいひ三や、傾斜角の多種多様なlxSなさ．皆．この雰比津の作用Eし
て頗る自然に解き去るこミが出窓るわけであるD
　『しからば．諸遊星の公韓や自韓が如何にして現在の通りに決まって了つfこ
か？　若し此等の心髄が、かの流動艦の中に突貫して行つfこならば、抵抗を受
けて彼等は太陽の中へ落ち込んだであらう。だから、前巻に述べたやうに∴遊
星は、太陽雰園氣が冷却して中央に集中し行く途中に．赤道面の内に残された
物質帯の凝集によって、順次、雰團氣の外側に出直たものミ考へられる。又．
衛星は．同様にして各遊星の亦面心によって出來たものε考へて好からう。前
に墾けた五つの事實は奮うしナこ考へから當然導き出されるこεであって．土星
の環は此の説を一層有力に支持するものε言へる。最後に．太陽雰園氣から漸
次棄てられ九慮りに若し何等かの稀露な物質が存在し、自らは盛りに轟くて相
互に引着する力を良き、叉、太陽をめぐって公心する問に他の天皇豊に落ち行く
こεも無いならば．それが吾人に黄道光εなって現はれ．しかも、諸遊星の蓮
動には固しナこ抵抗を與へないであらう。
　「総て、槻察や計算の結果でなければ本県の信頼は出心ないものだε知りつ
N．自分が藪に提唱する太陽系生成論は、將來如何になりゆくミも、ミにかく
外界からの妨害が痴れを画すこミさへ無ければ、此の宇宙の部分戸々は非常な
安定を維持するやうに出納てるるこミだけは確かである。』
　これが有名なラプラースの星雲説の要黒占である。一讃して判じ得る如く、一
慮巧みに太陽系の組織を詮明してみる。しかしながら輩に漠然たる論を言葉の
上だけで進めてみるのであるから、謝り目立たないやうではあるけれさ。少し
く精細に其の論理を撒理的に吟味して見るε．：右の叙唱には疑はしい黒占が決し
て少くはない。例へば．諸遊星の卒均公爵李面を太陽の赤道壁面ε「殆んさ一
致してみる」E簡輩に片付けて了ってはみるけれさ、實は太陽赤道なるものは
維大なる太陽其のものの樹勢によって決定されてるるもので．謂れが諸遊星の
公轄の基本李面（郎ちラプラースの所謂「不馴ZF面」）ξの間には五度以上も大き
な傾斜があるのであって、此の傾斜は決して簡軍な憂動によって起されるナこち
のものではない。又、大遊星の公韓や自韓を全部若い時分の太陽雰園氣の亭亭
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ε見るこミも、太陽系全艦の回韓蓮動量が永久不墜であるSいふ力學原理から
考へて見るε．直ぐに受け取りにくい準率な論である。ひεく言へばニウトン
カ學の大家を七って嶋ってみるラプラー一　xが．力學の陸軍な原則ε矛盾するや
うな論をさしさし進めてみるこ：三は攣な話しである。
　叉、ラプラースの論のために最も有力なる治国を提供してみる土星環が、十
九世紀後牛に於ける諸家の研究によって．明らかに其の眞相を見破られ、今は
之れが全くラプラースの論の支持者ナこるの資格を失ってみる事實はi藪に言はな
いεするも、ラプラース以後に嚢見された多くの大小遊星や衛星が、可なり思
ひ切って、「雪形軌道」や「小傾斜角」から謀反してみる事實は、専門家でなくミ
もsラプラース流の論理が既に破産したものであるこごを知るに充分である。
例へば
　　　木星の第入衛星ば　軌道面の傾斜角が　　148度
　　　同　第九衛星ば同　　　　157度　　　土星の第九衛星に　同　　　　　　　　　175度
それから
　　　天王星の四つの衛星匡　軌道：面が黄道面墜に平して　98度　傾き、
　　　海王星の唯一の衛星ば　同　　　　　　　　　　　166度　傾いてみる。
叉．王星や海王星は其の自艦の自鯨軸さへも上記の衛星軌道ε同様に傾いてみ
るらしい謹豫がある。
　筒叉．軌道の離心奉については
　　　米星の第入衛星が　　　　　　0．38
　　　ゴニ星の第十猛野星カミ　　　　　　　　　　　　　0．23
εいふ大きさであって．決してぜロでは無い。しかし此うした例は寧ろラプラ
ース論以後に獲見されナこ小遊星の中に多い。例へば
　　　　　　　第719番　アルバード星ば
　　　　　　　第887番目、）ンダ星隊
　　　　　　　第944番　　ヒタ“ル！ゴ星ii
　　　　　　　第1036番　ガニメドge：　lt
此等は實に堂々たる楕扁形軌道である。
　なほ一一方に於いて．皮肉にも．獣期中に
　　　　　　　テンペ，レ第一彗星it
　　　　　　　ネrムス彗星巨
　　　　　　　ヲ・ルフ第一彗星1直
心
????
拳心
???
O．．54］
e．53b’
O．653
0．539
O．40　2・
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なミ“の例があって、箪に離心率だけから言へば．今日は勉星ε彗星εの匿別が
全く無いわけである。しかし此等は皆ラプラースには知られてみなかった。尤
も之れはうプラースの立揚から止むを得ないこεであって、ラプラーースが神で
無い限り、未だ護見されない天膿のこミは知られないま・に、そんなものを度
外覗して論を進めナこのは誤りミは言へない。故に、要するに、ラプラースの論
は．ラプラース時代には正しい」思はれkけれ骨、今は通用しないε言ふまで
である。
